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地域自主防犯活動活発化事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 特定非営利活動法人 サポートフレッシュ 

２事業名 特殊詐欺防止事業 

３事業実施 

結果 

「渡すな危険！キャッシュカード」の防犯メッセージが入った巾着袋を、見守り支援

として地域の方と作成し、特殊詐欺被害防止の啓発を行ないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．総合福祉センター もえの丘 

10月 25日 10：30～11：30 

   

地域の方の演奏の後、防犯啓発として「渡すな危険！キャッシュカード」のチラ

シの説明と、啓発用品の巾着袋を配布致しました。 

 

８ 特定非営利活動法人サポートフレッシュ（北名古屋市） 
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２．法成寺サロン 

 11月 21日 10：00～11：30 

  

サロンの参加者と巾着袋を作成しました。 

併せて、特殊詐欺被害防止の啓発ちらしを参加者に配り、県職員の方より 

説明がありました。 

 

３．西春郵便局 年金支給日の啓発活動 

  12月 15日 窓口：9：00～ 啓発品なくなり次第終了 

        ATM前で啓発：10：00～11：00 

     

西春郵便局と枇杷島警察署にも協力していただき、「渡すな危険！キャッ 

シュカード」の巾着袋とチラシ、啓発品を袋詰めにしてＡＴＭ利用者に配布

致しました。 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

第一回目の啓発では、地域の方の演奏により、センター利用者の皆様の心

のリフレッシュにもなり、地域の皆様との交流ができました。啓発として「渡

すな危険！キャッシュカード」のチラシと啓発用品を配布することができ、

防犯意識向上につながったと思います。 

第二回目の啓発では、サロン内での取組みとして、県職員の方による講話

や、サロン参加者の皆様と、防犯メッセージの入った手作り巾着袋を作成す

ることにより、防犯意識向上につながったと思います。 

第三回目の啓発では、年末の特殊詐欺被害が多い中、郵便局での窓口対応

と ATMでの啓発は、特殊詐欺被害を未然に防ぐ方法だと実感しました。 

 実際に、高齢者の方が ATMで焦っている様子があり、詐欺被害に遭って

いるかもしれないと思いお声がけして、郵便局の方へお繋ぎし、警察官の方

に来ていただいたので安心できました。 

 課題としては、地域自主防犯活動の中で、どこまでお声かけができるのか、

どのように行動すれば良いのか、私たちが学ぶことだと思います。 

 

（２）今後の取組み 

 引き続き、高齢者の方へのお声かけや啓発活動を行っていきたいと思いま

す。 

 


